




本の収集を企画していると予告したが、今回はその第一回として表紙模様の写真を集めてみた。表紙模様は文字どおり多種多彩であり、今回集めえたものはごく一部分であって書誌記述の資料とするには未だ不足も甚しいうえ、今回事に当ったわれわれは表紙模様の専攻者ではなく、名称などにつき独自 見識や命名体系などを持つには程遠い現状である。この企てはあくまで当面の調査のためにこの種の便覧が乏し のを補うものに過ぎず、一々の名称にも誤りのあらんことを虞れる。大方 御叱正を賜われば幸いである。そして、御叱正を賜わりながら今後こ 集成を繰り返して積み重ねるならば、いつかは多少は役に立つもの 作られる契機になるのではないかと願っている。
なお写真掲載にあたり、宮内庁書陵部には格別の御配慮をいただき、掲


















三、各図には、前表紙等の全面を載せたものと細部を原寸に近く載せたものがあるが、その区別は一々断わらない。部分トリミングの場合、底本の書籍としての風格を傷つけないように努めた四、各図に名称を付したが、書陵部蔵のものは「図書寮典籍解題」の記述体系に努めてそうようにし、当館蔵・個人蔵のものは一般に通行している名称にしたがった。ただ 『図書寮典籍解題」の記述体系は、その伝統と優れた見識に基づくものである 稀に通行 用語と概念を異するものがあるので それ ついては参考までに（）内に通行語による記述を試みた。他 所蔵者のも についても別称を（）に入れてした。
例えば『典籍解題」で「七宝」と称するのは一般には「宝尽し」に含
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148.打曇り布目鳥の子紙に花形模様
重之女集（書陵部蔵501-146）
147.打曇り布目鳥の子紙に花形模様
蓮生法師百首（書陵部蔵501-165）
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149.打曇り
四条宮下野集（書陵部蔵501-154）
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153.打曇りに霞引き
草庵集（書陵部蔵501-722）
154．金銀の砂子・箔をもって画いた雲霞
恵慶蘂（書陵部蔵501-401）
155．金銀の砂子・箔をもって画いた雲霞
海人手古良集（書陵部蔵501-392）
156．金銀の砂子・箔・野毛を散した雲霞
時明集（書陵部蔵501-397）
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158．雲霞に遠山と松樹他（紺地金泥描）
新後拾遺和歌集(当館蔵サ2－24－1）
157．雲霞に遠山と松樹他（紺地金泥描）
新後拾遺和歌集(当館蔵サ2－24－1）
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160.遠山樹木に難の瓢箪・薄（紺地金泥描）
新後拾遺和歌集（当館蔵サ2－24－2）
159．遠山樹木に殿舎.瓢箪.秋草(紺地金泥描）
新後拾遺和歌集（当館蔵サ2－24－2）
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161．雲霞に草花（浅葱地に金泥描）
源氏物語(版本･当館蔵サ4-26-32）
162．雲霞に草（浅葱地に金泥描）
源氏物語(版本・当館蔵サ4-26-32）
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163．布目
十六夜日記残月妙（当館蔵サ5－1－2）
164．布目地に網目（艶出し）
文芸類纂（当館蔵ア9－2）
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165.布目地に亀甲繋ぎ（艶出し）166．檀紙に渋引
厚顔抄（部分・当館蔵力2－20－2）
167.檀紙に銀砂子散し168．操紙模様（焦茶色刷）
国歌八論（当館ナ2-186）
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